
年

頭

の
ご
挨

拶

け
出
る
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
か

ら
、
各
種
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
色

々
な
催
し
物
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

熊
野
神
社
の
式
年
大
祭
も
震
災
前

と
同
規
模
で
開
催
さ
れ
多
く
の
見
物

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
千
葉
ロ

ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
佐
々
木
朗
希
投

手
（
大
船
渡
高
校
卒
）
の

で

W
B
C

の
活
躍
も
明
る
い
話
題
の
一
つ
で
し

た
。一

方
漁
業
に
お
い
て
は
不
漁
が
続

い
て
お
り
、
大
船
渡
市
魚
市
場
の
サ

ン
マ
の
水
揚
げ
状
況
を
見
る
と
、

、
3

ト
ン
と
前
年
よ
り

％
増
と

8
7
7

27

な
る
も
、
令
和

年
の

、

2

6

2
3
8

ト
ン
の

％
あ
ま
り
と
低
水
準
を
脱

62

出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ケ
に
至

っ
て
は
、

月
上
旬
の
水
揚
げ
量
は

12

、

匹
で
前
年
同
期
の

％

1

3
8
2

16.7

（

％
減
）
に
と
ど
ま
り
深
刻
な
状

83
況
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
も
実
入

り
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で

期
の
入

2

札
価
格
は

㎏
当
た
り
平
均
単
価

10

6

、

円
と

期
（

月
）
よ

1

1
5
1

1

11

り

、

円
（

％
）
下
回

1
8

3
0
0

23

り
ま
し
た
。

★
末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主
催

ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
結
果

月

日
（
金
）
ふ
る
さ
と
セ
ン

12

22

タ
ー
体
育
室
で
男
女

名
の
参
加
に

24

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

羽
根
川
信
子

菅
原
芳
子

菊
池
喜
久
夫

準
優
勝

菊
池
信
夫

笹
野
洋
二

細
川
恵
子

第
三
位

高
橋
弘

梅
澤
敏
行

田
畑
タ
カ

大
会
当
日
は
、
肌
寒
い
一
日
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
元
気
に
プ
レ
ー
を
し
て

お
り
ま
し
た
。

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
慶
賀

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
穏
な
年
で
あ
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
元

日
に
は
、
石
川
県
能
登
地
方
を
震

源
と
す
る
震
度

の
能
登
半
島
地

7

震
が
発
生
。

日
に
は
、
日
航
機

2

と
海
保
機
と
の
衝
突
と
新
年
早
々

衝
撃
的
な
災
禍
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
方
々
の
ご

遺
族
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方

々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
れ
ば
昨
年
は
、

月
に
、

5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

法
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
医
療

機
関
な
ど
が
全
感
染
者
を
届
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

類
か
ら
、
措

2

定
医
療
機
関
が
患
者
の
発
生
を
届

 

(8) まとめ (2)
◆ 鼻先人の持ち物等(2)
③ 前記の鼻先人に「おかめ」が出てくるものもありま
すが、これは猨女を現している可能性がたかい。根拠
としては、猿田彦と天鈿女は「天孫降臨の際の出会い」
であり、猨女は天鈿女の子孫とされていて、天鈿女が
姿を消したあとは、猿田彦と猨女が夫婦として対で神
楽に出ているものと思われます。(「おかめ」は天鈿女
としているものもあります)

④ 伊勢太神楽の舞の中に「扇の舞」があります。この舞
は、猿田彦が獅子の脇で何度も跳ね跳び、あるいは猿
田彦の持つ扇を獅子が欲しがってじゃれつくなど、遊
びを通じて修錬を重ね、ついに猿田彦が獅子に扇を与
えることによって獅子は神獣となる場面を現している
ものを発見しました。鼻先人が榊と扇子を持っている
のはこれを真似たように思われます。

⑤ ササラスリは、一遍上人の念佛踊りから来ているとい
う説があります。お盆を中心に行われる各種剣舞につ
いて、鼻先人として高僧がビンササラを持ってお経を
唱えながら踊る場面の再現としていることから、念佛
踊りとつながっているようにも見うけられます。
しかし、獅子舞、権現様の鼻先人は、「伊勢太神楽講

社」の趣意書に見られるように、それより前から行わ
れているように思われます。
念佛踊りは、一遍上人が文永 2 年(1274)に遊行を開

始し、各地をめぐりながら修行と普及に励み時宗の開
祖となった人で、1289年に亡くなっています。

⑥ 役の行者が念佛をひろめるために、念佛を唱えながら
踊ったのにはじまる、という説もあります。役の行
者は 634～ 701年頃の人。(紀)

9 獅子舞・権現様・虎舞等の「鼻先人」について

釜
石
市
八
雲
神
社
の
南
部
藩
壽
松
院

年
行
司
支
配
太
神
楽
に
登
場
す
る

「
お
か
め
」

日
常
生

活
に
目
を
向
け

る
と
物

価

の
高
騰
で
あ

り
ま
す
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
よ
る

戦
争
等
に
よ
り

従
前
の
よ
う
に
物

資
が
輸

入
で
き
な
か

っ
た
こ
と
や

所
得
の
向
上

を
図
る
政
策
も
あ
り

諸
物
価

が
一
気
に
高

騰
し
、
家
計

を
直
撃
し
た

一
年
で
も
あ

り
ま
し

た
。辰

年
に
は
天

高
く
の
ぼ
る
龍
の

よ
う
に
「
運
気
の
上
昇
」
「
景
気
が

上

向
く
」
と
い

っ
た
言
い
伝
え
も

あ
り
、
ぜ

ひ
、
そ
う
な

る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

主

催

大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館

末
崎
地
区
公
民
館

日

時

令
和

年

月

日
（
金
）

6

2

16

時

分
～

時

9

30

12

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

大
会
規
則

チ
ー
ム
対
抗
と
す
る

(1)

総
対
戦
の
リ
ー
グ
戦
と
す
る

(2)

人
対

人
で
対
戦
し
、

(3)
3

3

持
ち
玉
は

人

球
と
す
る

1

2

表

彰

位
ま
で
表
彰

3

参
加
料

無
料

参
加
資
格

末
崎
町
民

（
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

参
加
申
込
み試

合
当
日
大
会
受
付

に
て
申
込
み
願
い
ま
す
。

事
前
申
込
み
は
、
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
ま
で

（

ー

）

29

2
9
5
5

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

★
第

回
末
崎
町
民

15

ひ
な
祭
り

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

協

力
末
崎
町
婦
人
会

食

生

活

改

善

推

進

連

絡

協
議
会

人

形

劇

『

お

て

だ

ま

』

茶
道
教
室
『
滝
田
』

期

日
令
和

年

月

日
（
土
）

6

2

17

場

所
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

時

間

午
前

時
～

時

9

12

内

容
☆
お
ひ
な
さ
ま
鑑
賞

時
～

時

9

12

☆
呈
茶時

分
～

時

9

30

11

☆
お
や
つ

子
供
に
限
ら
ず
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
お
ひ
な
さ
ま
は
、

月
２
日
（
土
）

3

ま
で
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

気
楽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

但
し
、
日
曜
日
と
祝
日
は
休
館

と
な
り
ま
す
。
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